
中国語においては、舌打ち音の研究はいくつか見られる。しかし、話し言葉を対象とした研究は
まだ十分ではない。本稿では、中国語のインタビュー会話を対象とし、舌打ち音の統語的制約及び
談話的機能について考察した。その結果、以下のことが明らかになった。

ａ．舌打ち音は文頭、文中に現れているが、文末に現れていない。
ｂ．�舌打ち音は、聞き手に注意を促し、前に出たトピックの内容をリアルに話し始めるマーカー

になっている。
これらの点は、日本語出雲方言の感動詞類「け（ー）」と類似していることから、言語普遍的な

性質であるかもしれないということが予測される。また、舌打ち音は、従来の日本語の感動詞類と
は音声の面で大きく異なるが、これらの性質の共通性から、感動詞類の定義を再検討する必要があ
ることが示唆される。
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１．はじめに
本稿の目的は、中国語会話に現れる舌打ち音を対象と

し、劉・有元（2022）を再検討することによって、新た
な観点からその特徴を解明することにある１。

従来の研究では、中国語・日本語・フランス語・タイ
語を対象とした研究はいくつか見られる。しかし、舌打
ち音は感動詞類として扱われることが多く、感動詞類の
中での位置づけも明確になっていない。

例えば、于（2007）、友定・于・定延（2008）では、
文献に見られる使用例、インターネット上の使用例を用
いて、日本語母語話者と中国語母語話者の「舌打ち」の
分布と用法に関する対照研究が行われているが、分類の
域を出ていない。しかも、分析対象は書き言葉である。

それに対し、舌打ち音を話者の認知プロセスの一つ
として捉えた研究としては、劉（2021b）、劉・有元
（2022a）がある。例えば、データ（1）を見られたい２。

（１）
ⒸMIR01：�我觉得我那会儿就是，大家都挺明确的想要我觉得我那会儿就是，大家都挺明确的想要

去做一些有意义的事情，生活挺积极的你知去做一些有意义的事情，生活挺积极的你知

道嘛，但是，我感觉，普遍大家都在说，现道嘛，但是，我感觉，普遍大家都在说，现

在的年轻人越来越丧了，越来越没有目标嘛，在的年轻人越来越丧了，越来越没有目标嘛，

我不知道我不知道你是不是有这样一些，体会你是不是有这样一些，体会

　　　　（�私の周りですね、みんな明確な目標があっ
て、有意義なことをやりたがっているよ、生
活に積極的に生活しているよ、でもね、なん
か、世間の人々は、現在の若者がやる気がな
いとか、目標がないとかってよく言ってるよ
ね、あなたもそう思っているのかどうか分か
らないけど）

ⒸFIE06：〔舌〕、《1s》、我觉得其实大家，有目标我觉得其实大家，有目标

　　　　（�〔舌〕、《1s》、私はみんな、目標があると
思う）

（１）では、話者ⒸFIE06に舌打ち音が出現している
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１「舌打ち音」とは、「click（吸着音）軟口蓋とその前の２箇所で閉鎖をつくり、内向的な気流によって算出される破裂音をい
う」（cf.『最新英語学・言語学用語辞典』（中野弘三ほか監修、開拓社）2015年、p.７）。
２　本稿では、分析対象となる舌打ち音を「〔舌〕」で示す。また、中国語データの下に、丸括弧で日本語訳（筆者による）を付
ける。
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が、これについて劉・有元（2022a：338）では次のよ
うな記述が成されている。

　　�舌打ち音の先行発話の命題（波線で示す）「你是你是

不是有这样一些，体会不是有这样一些，体会」（あなたもそう（現在の
若者がやる気がないとか、目標がないとか）思っ
ているのかどうか）は、ⒸMIR01の質問である。
後続発話の命題（下線で示す）「我觉得其实大家，我觉得其实大家，

有目标有目标」（実はみんな、目標があると思う）は発
話者ⒸFIE06の回答であり、ⒸMIR01の質問に否
定の真偽判断を行っている。従って、舌打ち音の
発話時に、発話者ⒸFIE06が先行発話の命題に対
する真偽の検討を行っていると考えられる。

また、劉・有元（2022a：342）では、中国語の自然
会話・インタビュー会話を対象とし、「舌打ち音は、感
動詞類（Ｂ群）と同様に、その発話時に「真偽の検討」

という認知プロセスが流れている」、「舌打ち音が感動
詞類（Ｂ群）と異なるのは、単独で１ターンとして現れ
にくい点である。」と述べている。最終的には、「嘖舌
現象反映了發話者對接下來的發話內容進行檢索的認知過
程」（舌打ち音の発話時に、発話者が次の発話内容を検
索するという認知プロセスが流れている）という結論に
至っている（cf.�劉2021b：62）。

以上の考え方は、劉・有元（2022b）における感動詞
類の認知プロセスに関する仮説を適用したものである。
つまり、舌打ち音が感動詞類の一つであると捉えている
ことになる。感動詞類というカテゴリーの中にどのよう
な要素や現象が属するのかに関しては現時点で明らかに
なってはいないが、このように捉えることによって、感
動詞類には様々な要素が属する可能性があること、そし
て認知プロセスに関する仮説がより汎用性のあるもので
あることが示されたことになる。

しかし一方で、感動詞類に対しては、「聞き手の注意

表 1　データの概要

表 2　データのトランスクリプト
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を喚起するブザー」という談話的な機能を担っていると
いう考え方がある。有元（2018）では、日本語出雲方言
の感動詞類「け（ー）」が、その生起位置に統語的制約
があることを示したうえで、「「け（ー）」は、聞き手
の注意を喚起するブザーのようなもので、話し手による、
語りという言語行動の開始の合図であるマーカーでは
ないかと仮定される」と提案している（cf.�有元2018：
291）。

従来筆者は中国語の舌打ち音を認知プロセスの一つを
担うものとして捉えてきたが、有元（2018）を考慮する
と、統語的制約や談話的な機能を持っている可能性もあ
ることが予測される。そこで、本稿では、これらの可能
性について考察していくことにする。

２．研究対象
本稿では、二者間のインタビューのデータ（以下、

「データ❶」）と三者間のインタビュー会話のデータ
（以下、「データ❷」）を対象とし、中国語母語話者の
舌打ち音に関する考察を進める。

まず、本稿で扱うデータ❶は、中国の『巅锋巅锋』という
番組から抽出したインタビューである。この番組は、イ
ンターネット上に公開されており、インタビューアーと
インタビューイー（有名人を対象とする）の一対一の形
式で、40分ほどのインタビューが行われている。デー
タ❷は、中国の『确实该聊聊确实该聊聊』という番組から抽出した
インタビューである。この番組も、インターネット上に
公開されており、インタビューアーとインタビューイー
（有名人を対象とする）が一対二の形式で、40分ほど
のインタビューが行われている。データ❶、❷の詳細は、
表１に示す。

また、データの書き起こし記号については表２に示す３。

３．分析
本節では、インタビュー会話のデータに現れる舌打ち

音の統語的制約・談話的機能に着目し、その先行発話及
び後続発話を観察する。

まず、データ（１）を再度（２）に挙げる。

（２）
ⒸMIR01：�我觉得我那会儿就是，大家都挺明确的想要去我觉得我那会儿就是，大家都挺明确的想要去

做一些有意义的事情，生活挺积极的你知道嘛，做一些有意义的事情，生活挺积极的你知道嘛，

但是，我感觉，普遍大家都在说，现在的年轻但是，我感觉，普遍大家都在说，现在的年轻

人越来越丧了，越来越没有目标嘛，我不知道人越来越丧了，越来越没有目标嘛，我不知道

你是不是有这样一些，体会你是不是有这样一些，体会

　　　　（�私の周りですね、みんな明確な目標があっ

て、有意義なことをやりたがっているよ、生
活に積極的に生活しているよ、でもね、なん
か、世間の人々は、現在の若者がやる気がな
いとか、目標がないとかってよく言ってるよ
ね、あなたもそう思っているのかどうか分か
らないけど）

ⒸFIE06：〔舌〕、《1s》、我觉得其实大家，有目标我觉得其实大家，有目标

　　　　（�〔舌〕、《1s》、私はみんな、目標があると
思う）

（２）を見ると、舌打ち音の直前に、発話者ⒸMIR01
の発話が現れ、トピック「现在的年轻人现在的年轻人」（現在の若
者）を提示している。また、舌打ち音が02ⒸFIE06の初
頭に現れ、その後「我觉得我觉得」（私は～と思う）という発
話で、発話者ⒸFIE06が自分の考えについて強調してい
る。ここから分かることは、舌打ち音は、その後の自分
の発話に注目してもらうよう、聞き手に注意を促してい
るということである。すなわち、舌打ち音は、前に出た
トピックの内容について話し始めるマーカーになってい
るのではないかと考えられる。これと同様の談話的機能
を持った舌打ち音は、次のデータにも現れている４。

（３）
ⒸMIE07：�而榜样也只是在某个方面的榜样，因为没有人而榜样也只是在某个方面的榜样，因为没有人

是十全十美的榜样，他只能是在某个面向，是是十全十美的榜样，他只能是在某个面向，是

我们的榜样我们的榜样

　　　　（�でもねロールモデルはある面のものだけだ、
完璧なロールモデルは誰もできないので、特
定の面だけで、私たちのロールモデルになれ
る）

ⒸMIE02：嗯嗯

　　　　（うん）
ⒸFIE08：〔舌〕，但但现在网络上都希望榜样是圣人现在网络上都希望榜样是圣人

　　　　（�〔舌〕、でもね、今ウェブ上ではみんなロー
ルモデルが聖人であることを期待している）

（３）でも、舌打ち音が文頭に現れている。その前の
ⒸMIE07に、トピックとして「榜样榜样」（ロールモデル）
が現れている。その後、「但但」（でも）という逆接を表
す接続詞が生起している。これが共起するということは、
その直後に自分の考えを述べることに他ならない。

このことから、発話者は聞き手に注意を促すために、
自分の考えを主張する開始の合図として、舌打ち音を使
用していると考えられる。

次の（４）も同様である。

３　本稿では、トランスクリプトの「全角」「半角」の区別は考慮しない。
４　本稿では、舌打ち音と共起すると考えられる要素を二重線で示す。ただし、共起要素に関する議論は保留する。
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（４）
ⒸMIR01：所以毕业之前，你就已经做了这个打算所以毕业之前，你就已经做了这个打算

　　　　（�卒業した前に、あなたはもうこの計画を決め
たね）

ⒸFIE05：〔舌〕其实其实我一开始的时候，我就想演戏我一开始的时候，我就想演戏

　　　　（�〔舌〕実は私は最初の時から、演劇したかっ
た）

（４）では、舌打ち音が文頭に現れているが、その直
前にある別の話者の発話において、トピックが提示さ
れている。また、舌打ち音の直後に「其实其实」（実は）と
いう副詞が現れている。これによって、発話者ⒸFIE05
が前に出たトピック「这个打算这个打算」（この計画）について、
自身の考えを強調し、聞き手の注意を喚起していると考
えられる。

しかも、（４）は、「毕业之前毕业之前」（卒業した前）とい
う要素から分かるように、過去の時間を表していること
から、発話者が過去の体験をリアルに語っていると言え
よう。

以上（２）、（３）、（４）では、舌打ち音が文頭に
位置しているデータであったが、次のように文中に現れ
る場合もある。

（５）
ⒸMIE09：�社会也像计算机进化一样，越来越精准，越来社会也像计算机进化一样，越来越精准，越来

越标准，效率越来越高，对，越标准，效率越来越高，对，但但，，〔舌〕〔舌〕我们我们

就成了零件人，不太好就成了零件人，不太好

　　　　（�社会もコンピュータの進化のように、より
正確的、より標準的、より効率的になり、う
ん、でもね、〔舌〕我々は部品になってしま
う、よくない）

（５）では、舌打ち音の直前に逆接接続詞「但但」（で
も）が現れている。この場合も、舌打ち音が会話の開始
マーカーになっており、聞き手の注意を喚起し、前に出
たトピック「计算机进化计算机进化」（コンピュータの進化）につ
いて、自分の考えを強調している５。

次に、（６）のデータを見られたい。

（６）
ⒸFIE08：应该带他去那种应该带他去那种〔舌〕〔舌〕，，就是就是skp一楼skp一楼

　　　　（�彼を連れていくべき、そのような〔舌〕、そ
れはskp（世界のハイエンドファッション市
場）の１階だ）

（６）も、（５）と同様、舌打ち音の生起位置は文中

である。ここでも、舌打ち音がこの後で述べる会話の開
始マーカーになっていると考えられる。また、「就是」
（それは～だ）という形式で、発話者ⒸFIE08が、前に
出たトピック「那种那种」（そのような）について、自分の
考えを強調している。

次に、（７）を挙げる。

（７）
ⒸMIE07：�因为我始终是觉得，我从来没有把自己当作一因为我始终是觉得，我从来没有把自己当作一

个公众人物，也没有把自己当作一个有名的人，个公众人物，也没有把自己当作一个有名的人，

但是后来你慢慢地你会发现呢，草船借箭的那但是后来你慢慢地你会发现呢，草船借箭的那

种势头呢种势头呢〔舌〕〔舌〕，慢慢地，慢慢地确实确实呢很多人认识了呢很多人认识了

你你

　　　　（�私は終始そう思っている、自分を公人だと
思ったことも、有名人だと思ったこともな
かった、でもねだんだん感じてきたが、草船
借箭のようなその勢いね〔舌〕、確かにだん
だん多くの人に知られてきた）

（７）でも、舌打ち音が文中に生起しているように見
える。ただ、「草船借箭的那种势头呢草船借箭的那种势头呢」で文が終わって
いると考えるならば、舌打ち音は「慢慢地确实呢很多人慢慢地确实呢很多人

认识了你认识了你」という文の初頭に生起していることになる。
談話的機能としては、「确实确实」（確かに）が共起して

いることから、発話者ⒸMIE07が舌打ち音により、聞き
手に注意を促し、前に出たトピック「草船借箭的那种势草船借箭的那种势

头头」（草船借箭のようなその勢い）について、自分の過
去の体験をリアルに語っていると考えられる。

次に、（８）を見られたい。

（８）
ⒸMIE07：�那么在这种情况下，你可能，那么在这种情况下，你可能，〔舌〕〔舌〕还是，还是，适适

当的节制一下会好一点当的节制一下会好一点

　　　　（�このような状況で、あなたはたぶん、〔舌〕
やはり、コントロールしたほうが良いかも
ね）

（８）では、舌打ち音が文中に生起している。また、
舌打ち音の直後に副詞「还是还是」（やはり）が現れ、聞き
手に注意を促し、前に出たトピック「这种情况这种情况」（この
ような状況）について、発話者ⒸMIE07が自分の考えを
リアルに語っている。

次に、（９）を挙げる。

（９）
ⒸMIE03：�很焦虑，嗯，这也是我们很焦虑，嗯，这也是我们〔舌〕〔舌〕《2s》，反正反正

５　舌打ち音と逆接接続詞の生起位置は、（３）と（５）では逆になっている。どちらが先でも良いようである。
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就是就是，这就是我们这几年最想说的话，这就是我们这几年最想说的话

　　　　（�胸を痛めているね、うん、これも私たちが
〔舌〕《2s》、とにかくこれは私たちがこの
何年間に一番言いたかったことだ）

（９）でも、舌打ち音は文中に生起している。また、
舌打ち音の直後に副詞「反正就是反正就是」（とにかく）が現れ
ていることから、ここでも、聞き手に注意を促し、前に
出たトピック「这这」（これ）について、発話者ⒸMIE03
が自分の考えをリアルに語っていると考えられる。

次に、（10）を見られたい。

（10）
ⒸMIR01：�突然间这么，突然间这么，〔舌〕〔舌〕怎么讲怎么讲，我从新西兰就有，我从新西兰就有

这个感觉（嗯），就是跟你聊天就觉得你一直这个感觉（嗯），就是跟你聊天就觉得你一直

很谦虚〔笑〕，然后有点惶恐〔笑〕很谦虚〔笑〕，然后有点惶恐〔笑〕

　　　　（�急にこんな、〔舌〕なんていうか、ニュー
ジーランドでこう思った（うん）、あなたと
話した時に、あなたは非常に謙虚な人だと感
じたよ〔笑〕、それでちょっと恐縮している
よ〔笑〕）

（10）でも、舌打ち音が文中に生起している。ここ
でも、発話者ⒸMIR01が舌打ち音により、聞き手に注意
を促し、前に出たトピック「这么这么」（こんな）について、
自分の考えをリアルに語っている。

以上（５）～（10）では、統語的な出現位置から見る
と、舌打ち音は文中に位置している。ただし、（７）で
の生起位置は問題が残る。いずれにしても、舌打ち音が、
聞き手に注意を促し、前に出たトピックの内容をリアル
に語るための開始の合図であると仮定できることには違
いない。

４．まとめ
本稿では、中国語のインタビュー会話を対象とし、舌

打ち音の統語的制約・談話的機能について考察した。そ
の結果、以下のことが明らかになった。

（11）ａ．�舌打ち音は、文頭、文中には現れているが、
文末には現れていない。

　　　ｂ．�舌打ち音は、聞き手に注意を促し、前に出
たトピックの内容をリアルに話し始めるマー
カーになっている。

（11）から分かるように、舌打ち音は出雲方言の「け
（ー）」に類似する統語的制約・談話的機能を持ってい
る。従って、「ある内容を語り始める際に、聞き手の注

意を引き付けるために、話し手が行う合図ではないか」
（cf.�有元2018：291）という仮説は、ある種の感動詞類
だけではなく、舌打ち音にも提供されると考えられる。

なお、「け（ー）」の機能に関しては、有元（2018：
290）によると、「しかも、過去の体験は、おおよそ聞
き手が知っている（共有している）場合が多い。内容と
しては、わざわざ語るからには、日常起こるような話題
ではなく、面白くするために、他人の失敗談などマイナ
ス面を持った事態を強調して語ることが多くなるので
あろう」と指摘されている。しかし、本稿では、インタ
ビュー会話を対象としているためか、過去の体験をリア
ルに語るような場面はあまり見られていない。この点に
おいては、自由会話の方がデータとしては適しているの
かもしれない。

今後、インフォーマント調査を行い、話題との関連性
を考慮しつつ、舌打ち音の本質を厳密に検討していきた
い。

５．問題点・今後の課題
本稿では、以下のような問題点や今後の課題が残って

いる。
最も大きな問題としては、本稿では共起関係の分析に

ついては保留していることである。舌打ち音に（11b）
のような談話的機能があることを明確に検証するために
は、特定の共起関係があることを示すべきであるが、本
稿では個別に示したに過ぎない。例えば、逆接接続詞
の「但但」（でも）、「这这」（これ）などの指示詞、「其其

实实」（実は）、「还是还是」（やはり）、「反正就是反正就是」（と
にかく）のような副詞が共起する傾向があることは判明
したが、これらの要素の共通点については解明できてい
ない。

また、本稿では舌打ち音の統語的制約・談話的機能を
扱ったが、劉・有元（2022a）で扱った認知プロセスと
の関係については議論できていない。

データについては、今回の対象はインタビュー会話の
データのみであるという点も問題である。十分な量とは
言えない。また、分析対象となるデータの発話者は20代
～50代である。他の世代のデータをさらに分析する必要
がある。また、発話者の地域、年齢、性別などの属性の
影響についても考察すべきである。今後、様々な角度か
らデータの量を増やすべきである。

さらには、他言語の舌打ち音との対照についても考察
すべきであろう。

また、会話では、舌打ち音だけではなく、笑い、咳払
い、空気すすりなどの非言語音も観察される。いずれも
今後の課題である。
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